
JP 2014-534586 A5 2015.12.17

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年12月17日(2015.12.17)

【公表番号】特表2014-534586(P2014-534586A)
【公表日】平成26年12月18日(2014.12.18)
【年通号数】公開・登録公報2014-070
【出願番号】特願2014-538973(P2014-538973)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/131    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/058    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/38     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/505    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/131    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/058    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年10月26日(2015.10.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオン電気化学セルであって、
　第１の不可逆的容量を有する層状リチウム遷移金属酸化物を含む正極と、
　約０．９Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋まで脱リチオ化するときに第１の不可逆的容量を有す
る合金アノード材料を含む負極と、を備え、
　前記正極の第１の不可逆的容量が前記負極の第１の不可逆的容量よりも小さく、
　前記正極の放電電圧曲線が、３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下の電圧でその容量の少
なくとも１０％を包含し、
　約４．８Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋から約２．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋までＣ／１０以
下の速度で放電するときに、前記正極の平均放電電圧が３．７５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋

以上であり、
　前記電気化学セルが約２．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上の最終放電電圧まで放電され
る、リチウムイオン電気化学セル。
【請求項２】
　前記正極が、
　Ｏ３結晶構造を有する層状リチウム金属酸化物を含むコアであって、
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　前記層状リチウム金属酸化物がリチウムイオンセルのカソードに組み込まれ、前記リチ
ウムイオンセルが少なくとも４．６Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋まで充電され、次いで放電す
るときに、前記層状リチウム金属酸化物が、３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下のｄＱ／
ｄＶピークを示さず、前記コアが複合粒子の原子の全モル基準で前記複合粒子の３０～８
５モルパーセントを含む、コアと、
　前記コアを実質的に取り囲むＯ３結晶構造を有し、酸素欠損を有する層状リチウム金属
酸化物を含むシェル層と、
　を含む複合粒子を含む、請求項１に記載のリチウムイオン電気化学セル。
【請求項３】
　前記層状リチウム金属酸化物が、ニッケル、マンガン、及びコバルトを含み、前記複合
粒子中の全コバルト含有量が２０モルパーセント未満である、請求項１に記載のリチウム
イオン電気化学セル。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　一態様では、第１の不可逆的容量を有する層状リチウム遷移金属酸化物を含む正極と、
約０．９Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋まで脱リチオ化するときに第１の不可逆的容量を有する
合金アノード材料を含む負極と、を備え、正極の第１の不可逆的容量が負極の第１の不可
逆的容量よりも小さく、正極の放電電圧曲線が、３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下の電
圧でその容量の少なくとも１０％を包含し、約４．８Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋から約２．
５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋までＣ／１０以下の速度で放電するときに、正極の平均放電電
圧が３．７５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上であり、並びに電気化学セルが約２．５Ｖ　ｖ
ｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上の最終放電電圧まで放電される、リチウムイオン電気化学セルが提
供される。一部の実施形態では、異なる個別の電圧プロファイルを有する２つ以上の活性
材料のブレンド又は混合物を使用して、第１の不可逆的容量を有する正極又は第１の不可
逆的容量を有する負極を作製することができる。他の実施形態では、正極は、Ｏ３結晶構
造を有する層状リチウム金属酸化物を含むコアであって、この層状リチウム金属酸化物が
リチウムイオンセルのカソードに組み込まれ、リチウムイオンセルが少なくとも４．６Ｖ
　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋まで充電され、次いで放電するときに、この層状リチウム金属酸化
物が、３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下のｄＱ／ｄＶピークを示さず、コアが複合粒子
の原子の全モル基準で複合粒子の３０～８５モルパーセントを含む、コアと、このコアを
実質的に取り囲むＯ３結晶構造を有し、酸素欠損を有する層状リチウム金属酸化物を含む
シェル層と、を含む、複合粒子を含むことができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　別の態様では、第１の不可逆的容量を有する正極を選択する工程を含む、リチウムイオ
ン電気化学セルを作製する方法が提供される。この正極は、Ｏ３結晶構造を有する層状リ
チウム金属酸化物を含むコアであって、層状リチウム金属酸化物がリチウムイオンセルの
カソードに組み込まれ、リチウムイオンセルは少なくとも４．６Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋

まで充電され、次いで放電するときに、この層状リチウム金属酸化物は、３．５Ｖ　ｖｓ
．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下のｄＱ／ｄＶピークを示さない、コアを含む複合粒子を有する。この
コアは、この複合粒子の原子の全モル基準で複合粒子の３０モルパーセント～８５モルパ
ーセントを含む。この複合粒子は、コアを実質的に取り囲むＯ３結晶構造を有するシェル
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層であって、酸素欠損を有する層状リチウム金属酸化物を含むシェル層も含む。この方法
は、０．９Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋まで脱リチオ化するときに、第１のサイクル不可逆的
容量を有する合金アノードを含む負極を選択する工程と、電解質、正極及び負極を用いて
、リチウムイオン電気化学セルを組み立てる工程と、を更に含む。この正極の第１の不可
逆的容量は負極の第１の不可逆的容量よりも小さく、この正極の放電電圧曲線は、４．８
Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋から２．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋までハーフセルを放電すると
きに、この正極の平均放電電圧を３．７５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上に保ちながら、ハ
ーフセル中で金属リチウム対向電極に対してＣ／１０以下の速度でサイクルさせるときに
、３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下の電圧でその容量の少なくとも１０％を包含し、並
びにこの電気化学セルは２．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上の最終放電電圧まで充電され
る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　図１は代表的な複合粒子の概略の断面側面図である。コア１１０は、複合粒子の３０～
８５モルパーセントを含む。一部の実施形態では、コア１１０は、この複合粒子の原子の
全モルに対して、複合粒子の５０～８５モルパーセント、又は６０～８０モルパーセント
若しくは８５モルパーセントを含む。シェル層１２０は、Ｏ３結晶構造配置を有する酸素
欠損を有する層状リチウム金属酸化物を含む。一部の実施形態では、酸素欠損を有する層
状金属酸化物は、リチウム、ニッケル、マンガン、及びコバルトを、複合金属酸化物の全
コバルト含有量が２０モルパーセント未満となることができる量で含む。例としては、Ｌ
ｉ［Ｌｉ１／３Ｍｎ２／３］Ｏ２、及びＬｉ［ＮｉｘＭｎｙＣｏｚ］Ｏ２（式中、０≦ｘ
≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｚ≦０．２、及びｘ＋ｙ＋ｚ＝１である）が挙げられるが、これ
らに限定されず、並びに、特定の強い酸素欠損特性を示さないコア材料の定義の下で上記
に掲げた材料を除き、遷移金属の平均酸化状態は３である。特に有用なシェル材料として
は、例えば、Ｌｉ［Ｌｉ０．０２Ｍｎ０．５４Ｎｉ０．１３Ｃｏ０．１３］Ｏ２及びＬｉ
［Ｌｉ０．０６Ｍｎ０．５２５Ｎｉ０．４１５］Ｏ２、並びにＬｕらの「Ｊｏｕｒｎａｌ
　ｏｆ　Ｔｈｅ　Ｅｌｅｃｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ」（１４９（６），
Ａ７７８～Ａ７９１（２００２））及びＡｒｕｎｋｕｍａｒらの「Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　
ｏｆ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ」（１９，３０６７～３０７３（２００７））に記述されてい
る追加材料が挙げられる。一般に、このような材料は、１を超えるＮｉに対するＭｎのモ
ル比（両方とも存在する場合）を有する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　シェル層１２０は、複合粒子の１５～７０モルパーセントを含む。一部の実施形態では
、シェル層１２０は、複合粒子の原子の全モル基準で複合粒子の１５モルパーセント～５
０モルパーセント、又は１５モルパーセント若しくは２０モルパーセント～４０パーセン
トを含む。シェル層は、上記の複合粒子の組成物に対する制限内においてあらゆる厚さを
有し得る。いくつかの実施形態では、シェル層の厚さは、０．５～２０マイクロメートル
の範囲である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　この正極に対する不可逆的な第１のサイクル容量損失（５０ｍＡｈ／ｇ÷３１０ｍＡｈ
／ｇ＝１６％）は、この負極の第１のサイクル不可逆的容量損失（約２４０ｍＡｈ／ｇ÷
１０５０ｍＡｈ／ｇ＝２３％）よりも少ない。３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋（第１のサ
イクル後の）以下のこの正極の放電電圧曲線は、５７ｍＡｈ／ｇ又はその容量の２３％で
ある。このことは、この負極の電圧を１．０Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下に保ち、負極を
破壊的な膨張から保護する。このようにして、代表的な電気化学セルは、繰り返しのサイ
クル時に長寿命を有する。第１の不可逆的容量を有する正極を選択することを含む、リチ
ウムイオン電気化学セルを作製する方法が提供される。この正極は、Ｏ３結晶構造を有す
る層状リチウム金属酸化物を含むコアであって、層状リチウム金属酸化物がリチウムイオ
ンセルのカソードに組み込まれ、リチウムイオンセルがＬｉ／Ｌｉ＋に対して少なくとも
４．６ボルトまで充電され、次いで放電するときに、層状リチウム金属酸化物が、Ｌｉ／
Ｌｉ＋に対して３．５ボルト以下のｄＱ／ｄＶピークを示さないコアを含む複合粒子を備
える。コアは、複合粒子の原子の全モル基準で複合粒子の３０～８５モルパーセントを含
む。この複合粒子は、このコアを実質的に取り囲むＯ３結晶構造を有し、酸素欠損の層状
リチウム金属酸化物を含むシェル層も備える。この方法は、０．９Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ
＋まで脱リチオ化するときに、第１のサイクル不可逆的容量を有する合金アノードを含む
負極を選択する工程と、電解質、正極及び負極を用いて、リチウムイオン電気化学セルを
組み立てる工程と、を更に含む。この正極の第１の不可逆的容量は負極の第１の不可逆的
容量よりも小さく、この正極の放電電圧曲線は、ハーフセル中で金属リチウム対向電極に
対してＣ／１０以下の速度で記録するときに、かつ３．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以下の
電圧でその容量の少なくとも１０％を包含し、４．８Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋から２．５
Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋まで放電するときに、３．７５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上の平
均放電電圧を示す。この電気化学セルは２．５Ｖ　ｖｓ．Ｌｉ／Ｌｉ＋以上の最終放電電
圧まで放電される。
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